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呼ばれる。自己高揚バイアスは比較的広く認められる現象である（Johnson, Feigenbaum & Weiby, 
1964; Miller & Ross, 1975 など）のに対し，自己防衛バイアスは，それを支持する結果（Bechman, 
1973; Snyder, Stephan & Rosenfield, 1976 など）と支持しない結果（Ross, Bierbrauer & Polly, 
1974; Streufert & Streufert, 1969 な ど ） に 分 か れ る（Campbell & Sedikides, 1999）。Duval & 
Duval（1987）は，失敗の原因帰属は失敗を改善できる見込みに依存し，改善の見込みが低いと知覚
される場合は，自己防衛バイアスが発動して失敗は外的に帰属されるのに対し，改善の見込みが高
いと知覚される場合は，内的に帰属されると指摘した（Dunning, 1995; Silvia & Duval, 2001; Duval 








く帰属される（鹿内 , 1978, 1984 など）のに対し，現実生活での課題，特に学業面では，成功，失









自らの問題点を修正することの重要性はしばしば指摘されてきた（Wong & Weiner, 1981; Anderson, 
Krull, and Weiner, 1996 など）。とりわけ失敗体験は当事者に自身の状況評価や対応の仕方が誤って
いた可能性を示唆することで，将来の遂行の改善につながる原因の探求に対する動機づけを高める


























分析に用いた標本は，1998 年から 2002 年までの 5 年分の「就職活動体験記」に掲載されている





















ゴリーを用意した上で，2001 年版と 2002 年版の分析対象事例を用いて，失敗後に取った対応にか
かわることばや表現をそれらのカテゴリーに当てはめるとともに，そこから外れる内容を集約する
カテゴリーを設定した。その後，すべての分析対象事例について各分析カテゴリーが当てはまるか





表 1 に示したように，自己の失敗体験の原因に言及している事例は全体の 34.2% であった。失
敗への言及率には性差があり，男性（32.6%）よりも女性（40.0%）が多かった（χ2=6.57, df=1, 
p<.05）。次に，2001 年版と 2002 年版の分析対象事例を用いて 10 個の分析カテゴリーを決定した後，
すべての分析対象事例について，これらの分析カテゴリーが該当するか否かを判定した。評定者間
の信頼性の指標には，両者が非言及と判断した事例を無視し，いずれかが言及と見なした事例のみ
を対象とする Jaccard 係数を使用した。表 2 に，分析カテゴリー，言及率，Jaccard 係数および内容
例を示した。5 その結果，係数値が低い『志望先の絞り込みの不足』は以後の分析から除外した。9
個の分析カテゴリーの 1 つ以上に該当した事例は，全分析対象事例の 78.0% であり，失敗に言及し
た事例の多くは何らかの原因に言及していたといえる。そこで，以後の分析では，原因に言及した






1998 1999 2000 2001 2002 
男性
98 93 102 70 41 
(314) (284) (281) (240) (122) 
女性
39 32 26 17 22 
(95) (71) (72) (53) (49) 
 
表 2　原因記述の分析カテゴリーとその類型，言及率，Jaccard 係数および内容例࢝ࢸࢦ࣮ࣜ ゝཬ⋡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次いで，Weiner（1972）による原因の所在（内的対外的）×安定性（安定対変動）の類型に従い，















これをもとに，それぞれの分析対象事例が 4 つの要因に該当するか否かで 0，1 の得点を与えた。
外的・安定要因と外的・変動要因はそれぞれ 1 つの分析カテゴリーしか含まないので，分析カテゴ
リーの得点のままとなる。これに対し，複数の分析カテゴリーを含む内的・安定要因と内的・変動
要因の場合は，重複を無視し，分析対象事例が 1 つ以上の分析カテゴリーに該当すれば 1，該当しな
ければ 0 とした。その結果，分析対象事例の大半は 1 つの要因のみを取り上げており，複数の要因
に言及した事例は 10.7% にすぎなかった。8 本研究の主たる関心は，課題遂行場面における原因帰属
とその後の対応の関係を明らかにすることにある。複数の要因に言及した事例の場合，失敗後の対
応への言及がどの要因と結びつくのかを特定することは困難である。そこで，1 つの要因のみに言及
࢝ࢸࢦ࣮ࣜ ゝཬ⋡-DFFDUGಀᩘ ෆᐜ౛⮬ᕫㄝ᫂ࡢኻᩋ  ⮬ศࡢ▷ᡤ㛗ᡤࡀ᫂ᛌ࡟ゝ࠸⾲ࡏ࡞࠿ࡗࡓ㸬 ⮬ศࡢ⌮᝿ീࢆㄒࡗ࡚࠸ࡓ㸬 ⣲ࡢ⮬ศࡀฟࡋษࢀ࡞࠿ࡗࡓ㸬 ⌧㇟㠃ࡢ⨶ิ࡟⤊ࡗࡓ㸬 ㄒᏛຊࢆ࢔ࣆ࣮ࣝࡋࡍࡂࡓ㸬 ბࢆ㠃᥋࡛✺ࡗ㎸ࡲࢀࡓ㸬 ⥭ᙇࡋ࡚ࡋࡲࡗࡓ㸬 ⮬ศࢆ࢔ࣆ࣮ࣝࡋࡍࡂࡓ㸬 ࢞࢖ࢻᮏ࡝࠾ࡾࡢ࣏࢖ࣥࢺ✌ࡂࢆࡋ࡚࠸ࡓ㸬 ࢢ࣮ࣝࣉ࣮࣡ࢡ࡛⮬ศࡽࡋࡉࢆฟࡏ࡞࠿ࡗࡓ㸬 ➨㸯ᚿᮃ࡜ゝࢃ࡞࠿ࡗࡓ㸬⮬ᕫศᯒࡢኻᩋ  ┠ᶆࡀ࡞࠿ࡗࡓ㸬 ࡸࡾࡓ࠸ࡇ࡜ࡀ࡞࠿ࡗࡓ㸬 ධ♫ᚋఱࢆࡋࡓ࠸࠿ࢃ࠿࡞ࡽ࠿ࡗࡓ㸬 ᫂☜࡞ᚿᮃືᶵࢆ♧ࡏ࡞࠿ࡗࡓ㸬 ᚿᮃᴗ⏺࡟ᑐࡍࡿẼᣢࡕࡀ᭕᫕ࡔࡗࡓ㸬 ⪃࠼᪉ࡸே࡟ὶࡉࢀ࡚࠸ࡓ㸬 ⮬ศࡢ௙஦ほࡢ◊✲୙㊊㸬 ᚿᮃືᶵࡀᶍ⠊ⓗࡔࡗࡓ㸬 㠃᥋ᮏࡢᚿᮃືᶵࢆ౑ࡗࡓ㸬ᴗ⏺࣭௻ᴗ◊✲ࡢኻᩋ  ఍♫◊✲ࡀ୙༑ศࡔࡗࡓ㸬 ヨ㦂ᑐ⟇ࡀ୙༑ศࡔࡗࡓ㸬 㹍㹀ゼၥࢆࡋ࡞࠿ࡗࡓ㸬 ࢿࢵࢺࡢᑵ⫋ࢧ࢖ࢺࡸࢭ࣑ࢼ࣮ࡢ᝟ሗ࡛‶㊊ࡋ࡚࠸ࡓ㸬୙㐺ษ࡞⮬ಙ  ఱ༑♫ࡶⴠ࡜ࡉࢀࡘ࡙ࡅ⮬ಙࡀ࡞࠿ࡗࡓ㸬 ࡣࡌࡵ࠿ࡽ࠶ࡁࡽࡵ࣒࣮ࢻࡔࡗࡓ㸬 ඲ຊࢆฟࡍࡢࢆࡓࡵࡽࡗ࡚࠸ࡓ㸬 ᙅẼ࡟࡞ࡗ࡚࠸ࡓ㸬 ↔ࡗ࡚ࡋࡲࡗࡓ㸬 వ⿱ࡀ࡞࠿ࡗࡓ㸬♫఍ⓗᒓᛶ  ዪᛶࡔ࠿ࡽ㸬 ୍␃ࡔ࠿ࡽ㸬 㝔⏕ࡔ࠿ࡽ㸬 ᩥ⣔ࡔ࠿ࡽ㸬 ⌮⣔ࡀồࡵࡽࢀ࡚࠸࡞࠿ࡗࡓ㸬య⫱఍࡛࡞࠸࠿ࡽ㸬 ௚┴ฟ㌟ࡔ࠿ࡽ㸬኱Ꮫ⏕άࡢ㐣ࡈࡋ᪉  ࢧ࣮ࢡࣝάືࢆ⇕ᚰ࡟ࡋ࡞࠿ࡗࡓ㸬 ኱Ꮫ⏕άࢆᖹซ࡟㐣ࡈࡋ࡚ࡁࡓ㸬 ㄒᏛࡢ㈨᱁ࡀ࡞࠸㸬኱Ꮫࡢᡂ⦼ࡀᝏ࠸㸬⮬ᕫ⬟ຊࡢ୙㊊  ㈼ࡉࡀࡓࡾ࡞࠸㸬 ┦ᙜ⮬ศࡢ㢌ࡀᝏ࠸㸬┦ᛶ࣭㐠  ┦ᛶࡀᝏ࠿ࡗࡓ㸬 㐠ࡀᝏ࠿ࡗࡓ㸬 ⦕ࡀ࡞࠸㸬 ᑵάࡣኻᩋࡍࡿࡶࡢࡔ㸬 ே㛫ྠኈࡔ࠿ࡽᖖ࡟ࡣཷ࠿ࡽ࡞࠸㸬᥇⏝ഃࡢ≉ᛶ࣭య㉁  㧗ಸ⋡ࡔࡗࡓ㸬 ᚿᮃᴗ⏺ࡀ୙ἣࡔࡗࡓ㸬 ௻ᴗࡣ఍♫ෆ࡟⣡ࡲࡿࡼ࠺࡞ேࢆồࡵࡿ㸬 ௻ᴗ࡛ാࡃࡇ࡜࡟ኻᮃࡋࡓ㸬 ᑵ⫋㞴ࡔ࠿ࡽ㸬 ኱ᡭࡔ࠿ࡽ㸬ᚿᮃ⠊ᅖタᐃࡢኻᩋ  ᴗ⏺ࢆ⤠ࣜ㐣ࡂࡓ㸬 ࠸ࢁ࠸ࢁ࡞ᴗ⏺ࢆࡲࢃࡾࡍࡂࡓ㸬 ᡭᙜࡓࡾḟ➨࡟ཷࡅ࡚࠸ࡓ㸬
就職活動における失敗への対応（松本）110
した分析対象事例がほぼ 90% であったことを踏まえ，以後の分析では複数の要因に言及した事例を
除外し，要因ごとの言及率を図 1 に示した（男性 277 事例，女性 99 事例）。これを原因の所在×安
定性による対数線形分析した結果，主効果（所在 :χ2=27.87, df =1, p<.001; 安定性 :χ2=96.92, df =1, 










女性 19.2%:χ2=8.71, df =1, p<.005），さらにその下位カテゴリーを比較すると，『社会的属性』のみ
女性の言及率が多かった（男性 6.9%，女性 18.2%:χ2=10.53, df =1, p<.005）。
失敗後の対応記述の分析
失敗後の対応を分類するカテゴリーとして，原因の分類に準じた内容の 9 個の分析カテゴリーを
設定し，2001 年版と 2002 年版に含まれる分析対象事例の中で失敗後に取った対応を表しているこ
とばや表現を当てはめた。9 その結果，これらのカテゴリーに当てはまらない固有の記述として，事
態への働きかけや自己修正を行わず，単に就職活動を続けていくという『活動の継続』がみいださ
れた。そこで，これら 10 個のカテゴリーを用いて，すべての分析対象事例（376 事例）についてカ
テゴリーが指示する対応を含むか否かを判定した。分析は 2 名の評定者が独立に行い，最終評定は
一方の評定者の結果を用いた。表 3 に分析カテゴリー，言及率および Jaccard 係数を，また表 4 に
言及事例が存在したカテゴリーの内容例に示した。10
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自己説明の修正 33.8% (.81) 
自己分析の修正 13.6% (.73) 
業界・企業研究の修正 7.7% (.72) 
自信の修正 9.3% (.63) 
安定 
社会的属性 0%   (-) 
大学生活の過ごし方 0%   (-) 
自己能力の改善 0%   (0) 
外的 
変動 相性・運 0.3%   (0) 
安定 業界・企業側の問題の改善 0%   (-) 








図 2 に示した。これを原因の所在×安定性×言及・非言及による対数線形分析した結果，3 つの主効
果（所在 :χ2=25.61, df =1, p<.001; 安定性 :χ2=86.60, df =1, p<.001; 言及 :χ2=6.22, df =1, p<.05）と，
原因帰属と言及率の関係を表す交互作用効果のうち，所在×言及（χ2=7.55, df =1, p<.01）と安定性
×言及（χ2=12.74, df =1, p<.001）の交互作用効果が有意であった。図から明らかなように，外的要
因よりも内的要因に，また安定要因よりも変動要因に原因帰属した方が，自己修正の言及率が多く，






































己分析を行った。同様に，『業界・企業研究の失敗』に原因帰属した #2.1998. 女性は，《4 月中は超
忙しく 20 社程まわりましたが，どこも SPI などで落とされて次に進めませんでした。…SPI の本
を数冊買って受験生のように勉強したところ，5 月の筆記では OK になりました。》と述べ，試験対
策を行った。自己探索と環境探索が就職活動の前提となることは，これまでも繰り返し指摘されて
きたところであり（Super, 1960; Stumpf, Colarelli & Hartman, 1983, など），求職者に対する支援も
この点に焦点が当てられてきた（Myers, 1986）。本研究の分析カテゴリーのうち『自己分析の失敗』















































『採用側の特性・体質』の記述には 2 つのタイプが見られた。1 つは，#25.1999. 男性《私が志望
したマルチメディア関連業界は人気が高く，かなり大変でした。》のように，人気の高さや就職難と




































































5　 Jaccard 係数については Romesburg（1989, 1992）に詳しい。Jaccard 係数には有意性検定の手続は存在しないが，
本論では .60 を上回ることを基準とした。




8　 複数の原因に言及した事例は全部で 45 例であった。このうち，2 つの原因に言及した事例は 43 例（8.0%），3 つに
言及した事例は 2 例（0.4%）であり，4 つすべてに言及した事例は存在しなかった。要因の内訳は，内的・安定要











合は Jaccard 係数を求めることができない。なお，評定者のそれぞれ 1 名が内的・安定要因と外的・変動要因にか
かわる対応であると判断した事例が存在したものの，評価が一致しなかったため Jaccard 係数は 0 であった。この
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